
-平成28年度事務事業実績評価表 政策№ 8 施策№ 81 事業№ 6 1

事務事業名 大学とのネットワーク構築事業
会計 一般会計 実施区分 継続

事業種別 政策 開始 8 終了
H29作成課等名 企画課 H29係等名 大学・三遠南信連携係 H28担当課等名 企画課

基本計画上
の位置づけ

政策 8 山・里・街の魅力を高め、交流と連携によるグローバルなまちづくり

施策 81 交流による高付加価値化・国際化の推進

目
的

対象（誰・何を） 飯田市が、知識や情報を得るために必要とする大学
対
象
指
標

指標名及び単位 28年度数値

市として交流・連携すべき大学（産
業施策分野に関する大学は除く。
「学輪IIDA」に参画いただいている
大学）

38

意図（どういう状態
にするか）

①様々な大学との連携・交流通じて、②大学が有する情
報や専門的な知見を地域に呼び込み、③飯田の取組と
の融合を通じて④人材育成、人材誘導、地域振興につな

向上させたい上位施
策の成果指標

大学・海外等との「共同」プロジェクトの数（累計）

目
標

種別 指標名及び単位 27年度計画 27年度実績 28年度計画 28年度実績 備考（指標変更など）

成果
指標

誘致した大学数（フィールドスタディ・インターンシップ等
の延数）

19 14 20 17

成果
指標

誘致した学生数（フィールドスタディ・インターンシップ等
の延数）

600 452 500 483

定性
目標

飯田が必要とする大学との連携（ネットワーク）を推進することで、大学の専門的な知見を地域に呼び込み、地域の取組と融合す
ることで地域課題の解決や取組の高度化を図るとともに、人材育成に寄与する。

事
業
概
要

◎大学など「知のネットワーク」の構築を推進し、専門的な知見(知識・情報等）を地域づくりや人材育成に活かす取組を進める。また、知
のネットワークの機能を高める「知の拠点」の形成に通ずる事業を推進する。
　１　地域外の人材が飯田の地域づくり等を学ぶ学習機会の創出
　２　学輪ＩＩＤＡのネットワークを活用したモデル的な研究や取組の推進
　３　地域と大学との連携による地域振興に向けた取組　(域学連携）
　４　大学との連携による地域の人材育成に向けた取組　（高大連携）
　５　地域振興に寄与する専門的な知見の蓄積と発信

事業内容 名称 活動指標

28
年
度
事
業
内
容

１　南信州・飯田フィールドスタディ
　（１）カリキュラムの作成　（２）受入れ体制の整備　（３）大学への呼びか
け・連絡調整（４）フィールドスタディの実践と検証
２　大学連携会議「学輪IIDA」の取組
（１）プロジェクト活動の展開
（２）学輪IIDA全体会の開催
３　域学連携の取組
　地域と大学との連携による地域課題の解決に向けた学習や交流
４　高大連携の取組
　　高校生と大学との学習交流機会の創出（大学講義など）
５　学輪IIDA機関誌の作成・発刊

１　参加者数（大学数・学生数）

２　プロジェクト活動や会議等の回
数
　　（全体会・プロジェクト等）

３　連携事業の数

４　学習交流機会の数

５　発刊数

１　６大学　１０１人

２　１１回

３　７事業

４　６回

５　１回

事業コスト 27年度決算額 28年度予算額 28年度決算額 29年度繰越額 特定財源内訳、補足

事業費計（千円）① 3,484 3,927 3,378 0

国庫支出金

県支出金

起債

その他

一般財源 3,484 3,927 3,378

人件費計（千円）② 10,728 10,728 10,728 0

正規職員所要時間 3,000 3,000 3,000

臨時職員所要時間

総事業費①+② 14,212 14,655 14,106 0

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

南信州・飯田フィールドスタディや、学輪IIDAの取組などを通じて、飯田に価値を有する大学研究者とのネットワークの輪が広
がってきている。域学連携や高大連携の取組も、いくつかの具体的な事例に発展している。大学連携の成果や「知の拠点」に
おける学輪IIDAの方向性などについて、学輪IIDA全体会で確認、共有した。

改革改善
の考え方

①問題
点

飯田を「学びの場」として訪れる大学が増加傾向にあるが、大学の知見を地域づくりに活かしていく取組を更に推進す
ることが重要である。また学輪IIDAの今後の方向性や具体的な活動等について、検討や整理が必要。

②改革
提案

大学との関係を強化つつ、地域の人材育成や地域振興に寄与するような連携のあり方を追求していくと共に、学輪
IIDAの今後の方向性を確認しつつ、学輪IIDAの活動を支える知の拠点のあり方について検討を進めていく。


